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第94回全国民生委員児童委員大
会が令和7年9月4日（木）、5日（金）
に北海道札幌市で開催され、全国

から4,161名の民生委員、民児協関係者が参加しました。

大会1日目の特別講義では「なぜ人と人は支え合うのか」をテー
マに『こんな夜更けにバナナかよ』の著者である渡辺一史氏が講
演がありました。「自立とは他者や社会にうまく頼ること」であり、
「人は誰かの役に立つことで生きていける存在」といった言葉が
紹介されました。参加者からは「民生委員の活動にも通じる内容
だった」「支えているつもりが、実は自分も支えられていると気
付いた」等の感想が寄せられました。

2日目には、活動交流集会およびシンポジウムが行われました。
「次なる災害に備える民生委員・児童委員および民児協組織とし
ての取り組み」では、災害に備える民生委員・児童委員活動10
か条に基づき、自身と家族の安全確保を最優先にすることや、無
理のない活動を心がけることなど、災害対応の基本姿勢が示され
ました。個人の備えと組織的な取組を連動させる民児協の役割、
さらに平常時から自治会町内会との役割分担や情報共有のルール
化を進める重要性が強調されました。

第94回 全国民生委員児童委員大会第94回 全国民生委員児童委員大会

大会２日目 活動交流集会

市民児協理事17名、事務局２名で参加しました

（注）本文中、「民生委員・児童委員」は、とくに必要な場合を除き、「民生委員」と表記しています。

令和7年12月の一斉改選により広報紙作成委員会は新し
いメンバーとなり、この度第53号「よこはま民児協だより」
を作成しました。
午年の今年、各民児協も新任委員を迎え、民生委員活動
がウマく進むように新たなスタートを切ったことと思います。
皆様が無理をしないで、笑顔で活動を続けられることを願っ
ています。
これからも「よこはま民児協だより」は皆様の活動に役立

つような、そしてホッとできるような紙面を作っていきた

いと思いますので、ご意見やご要望がありましたらぜひお
知らせください。� 広報紙作成委員会　委員長　鈴木　敦子

【 委 員 長 】 鈴木　敦子
【 顧 　 問 】 小嶋　優
【 委 　 員 】 皆川　慈保　　加山　勢津子　柿沼　恵子　　

田中　澄子　　山科　礼子　　田中　成男　
吉川　裕子　　羽場　和代　
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小嶋 優 ◎

田中 澄子 ◎ 神戸 英男 ○
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寺木 好子 ○
本田 桂子 ○

木村 博子 ○

市民児協新理事紹介
（任期：令和7年12月～令和10年11月）

12月の一斉改選で会長に再任されました。今回の改選では前回にも増して充足率が
下がってしまいました。改選ごとに下降線をたどっていますが、いよいよ90％を割り
込む結果となりました。そのような状況ではありますが、4,161名の民生委員・児童委
員と主任児童委員が委嘱され、そのうち975名の新たな委員が仲間入りされました。欠
員地区をカバーしていくのは活動量の増加や精神的な負担が出てくることでしょう。
しかし、住民の方々は気軽に相談できる民生委員がいない、子どものことを話したいが主任児童委員がい
ない等と心細い状況に置かれます。地区の委員が複数でカバーして住民の方に寄り添っていきましょう。自
治（町内）会長にも現状を話し、民生委員活動への理解を求めてください。
欠員地区の問題、なり手確保など問題は山積みですが、関係機関と連携し負担軽減につなげていきたいと
思います。これから３年間ご自分の生活をまず大切にして、無理のない範囲で福祉の活動に取り組みましょ
う。よろしくお願いします。

横浜市民生委員児童委員協議会　会長　石井 マサ子

4 よこはま民児協だより

参  加  報  告参  加  報  告

会長 あいさつ会長 あいさつ

令和 8年 3月発行
横浜市民生委員児童委員協議会

横浜市中区桜木町 1-1
☎ 045-201-8618
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横浜市健康福祉局地域支援課
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30年程前に、子どもたちからお一人暮らし高齢者へ年賀
状を出そうという取り組みが始まりました。
平成26年度からは、保育所、幼稚園の参加、その後小学

校4校の参加を得て、現在では14機関に協力して頂き実施し
ています。宛名書きは、民生委員が行い、毎年元旦に届くよ
うに投函しています。昨年度は380枚出しました。毎回、そ
れぞれの年齢に応じた力作が多く、高齢者からのお返事には
「毎年楽しみにしています」「元気に大きく育ってください」
など、子どもたちにエールを送る言葉も添えてあり、地域が

一つに繋がった感じがします。世代を
超えて心の交流もできる年賀状活動を
今後も続けていければと思っています。
� 会長　溝口　早苗寺尾第二地区では、

コロナ禍後、未来を
担うこどもたちの思
いを大切にした地域
づくりを目指して、
年に一度こどもたち
の意見を聞く“地域と何かできる会？”を設けています。
その会での「何でもできる居場所が欲しい」という声
に応えて立ち上げたのが “はな♡そうカフェ”（なん
でも話せる地域が寄りそう）です。会場にはカフェルー
ム・ゲームルーム・手芸ルームなどがあり、開催日で
ある奇数月の第3金曜日は、こどもたちと地域の方の
声があふれます。　　　
昨年度は、「地域清掃がしたい」との声を活かし、

中学校の福祉委員会と協働して“LCT! ”（レッツクリー
ン鶴見）を始めました。今年度はその趣旨に賛同した
高等学校も加わり、地区全体で地域清掃活動ができま
した。� 会長　皆川　慈保

私たちの地区内には区役所、
福祉保健活動拠点、二ヶ所の
地域ケアプラザ、さらには警
察・消防署があり、いわゆる、
つなげる活動にとっては動き
やすい地域です。
地区社協の皆さんと協働で

障がい者理解学習会、施設訪
問、11自治会持ち回りで高齢
者さん達とお茶飲み会、老い
も若きも参加のハイキング大
会等を実施しています。月に
一度行っている民生防犯パト
ロールは各自治会の役員、女
性地域安全委員、ケアプラザそして警察の方のご協力で小学
校下校時にあわせて行っています。
「誰もが安心して暮らせるまちづくり」をスローガンに沢
山の方々と楽しく活動していきたいと思っています。
� 会長　浅見　昭男

瀬谷区　瀬谷第四地区

磯子区　洋光台地区

鶴見区　寺尾第二地区

10月19日（日）第17回子ども虐待防止「オレンジリボンたすき
リレー2025」が開催されました。ゴール地点である横浜・グランモー
ル公園にて、主任児童委員の啓発活動を行いました。主任児童委員
連絡会は風船ロケット・ハロウィンポンポンなどの手作りのおもちゃ
やポップコーンを配布しました。当日は多くの親子と交流ができ、
子どもたちの笑顔を見る事が出来ました。今後も身近にいる主任児
童委員の存在や活動を周知していきたいと思います。

主任児童委員連絡会活動紹介主任児童委員連絡会活動紹介

お一人暮らし高齢者宛年賀状

楽しく！が基本

子どもたちの思いを見える化して！

毎号３区ずつ、
特徴的な取組みを
している地区を取
り上げていきます。鶴見

磯子　瀬谷

地区民児協
活動報告

横浜市の一斉改選について横浜市の一斉改選について
近年ますます複雑化する地域課題の中で、民生委員、主任児童委員の皆様には、「地域を支える身近な相談役」

として重要な役割を担っていただいており、困りごとを抱える方々に寄り添い、早期に関係機関等へつなげること
で、地域の安全・安心を支えていただいています。

今回の一斉改選では、より円滑な活動を目指し、新任委員の皆様をサポートする仕組みとして、相談支援や活
動に一定期間（12～３月）前任者（退任委員）が同行し、経験やノウハウを引継いでいただく「バトンタッチサポー
ター制度」を試行的に導入しています。（バトンタッチサポーター：368名）

横浜市としましても、民生委員の皆様がより活動しやすくなるよう、負担軽減や活動支援に引き続き取り組ん
でまいります。

　民生委員の任期は３年で、令和７年12月１日付で全国一斉に改選が行われました。
　横浜市では、民生委員、主任児童委員の計4,161名が厚生労働大臣および
横浜市長から委嘱を受けました。今回の改選では、975名が
新たに委嘱され、各区で新体制のもと活動が始まっています。
　これまで築かれてきた思いや地域とのつながりを
大切にし、協力し合いながら
活動していきましょう。

令和 7 年 12 月 一斉改選が行われました

仲間同士で
相談しましょう広報紙作成委員会からの

メッセージ
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洋光台
第四小学校

やべの
ファミリー
ルーム
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幟の絵は中学生の作品

ハイキング大会

防犯パトロール

楽しく
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できることから
ゆっくり やっていこう

じぶんのことや家族、
仕事等も大切に
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  日
頃の活動

日頃の活動  ◆◆定例会  

定例会  ◆◆
委員同士の情報交換  

委員同士の情報交換  ◆◆見守り・相談  

見守り・相談  ◆◆研修受講  
研修受講  ◆◆サロン活動サロン活動 等 等

関係機関
関係機関  ◆◆地域ケアプラザ、地域包括支援センター 

地域ケアプラザ、地域包括支援センター ◆◆区社会福祉協議会 
区社会福祉協議会 ◆◆行政（高齢・障害支援課、こども家庭支援課等） 等

行政（高齢・障害支援課、こども家庭支援課等） 等

地 域地 域
  ◆◆自治会町内会 

自治会町内会 ◆◆地区社協 
地区社協 ◆◆学校 

学校 ◆◆保育所・幼稚園 

保育所・幼稚園 ◆◆老人クラブ（シニアクラブ）

老人クラブ（シニアクラブ）◆◆ボランティアグループ 等ボランティアグループ 等

横浜市版民生委員・児童委員
キャラクター

「よこはまミンジー」


